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論　　文　　の　　要　　旨

〈目　的〉

　近年，胆石症に対して胆汁酸による経口的溶解療法ヨ体外衝撃波破砕療法、内視鏡的除去術ヨ腹

腔鏡下由摘術ヨ経皮経肝直接溶解法などさまざまな治療法が開発され害その選択をめぐって混乱が

生じている。本研究は争以下の5つの課題すなわちヨ1）胆石症の推移と自然経過ラ2）胆嚢癌に

おける胆石合併頻度とその臨床像，3）各種胆石中の微量元素の組成及びコレステロール胆石と肝

胆汁ヨ胆嚢胆汁との微量元素含有量の差ラ4）ウルソデオキシコール酸による経口的溶解療法の有

用性う5）体外衝撃波破砕療法の効果を自験例で解明しヨ文献的考察も加えて胆石症の治療法のア

ルゴリズムを作成することを目的とした。

＜対　象〉

　上記5つの課題に対しうそれぞれ以下の症例または検体を対象として用いた。

1）五977年から五987年までの10年間に筑波大学附属病院を受診した胆石症患者987名中冒手術を受けヨ

胆石検体の保存されていた453名と無治療で経過を観察されていた412名。

2）同期問中曾同病院で胆嚢癌と診断された59名。

3）筑波大学附属病院で手術時に摘出されたコレステロール胆嚢胆石亙5例（純コレステロール胆石

　5例事混成石5例ヲ混合石5例曾）ビリルビンカルシウム胆石5例。

4）上記胆石症魯者987名中ヨウノレソデオキシコール酸を1年以上確実に服用した89名。
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5）体外衝撃波破砕療法施行後冒9か月以上経過を観察しえた50名。

〈方　法〉

　各課題の研究方法はラ以下のとおりである。

1）胆石の分類は争日本消化器病学会の分類に従い3名の医師が行った。自然経遇1予後はヨ電話

　による聞き取り法で調査した。調査内容は、本院受診後の症状の経過。手術の有無及び時期ヨ内

　科的治療の有無及び内容ヨ定期的検査の有無である。

2）各症例の臨床経過ラ胆石合併症の有無を診療記録で検討した。

3）胆石の分類はヨ1）と同じ方法で行った。胆石中のコレステロールとビリノレビンカルシウムは

　赤外分光光度計302A型（日本分光工業製）を雪胆石と胆汁申の元素（Ca，P，Na，S，Mg，C皿，Fe，

　A1，Zn，Mn）は亙CPA亙OOOI亙（島津杜製）を用いて測定した。胆汁中のコレステロールは

　Cho1estero1－B　testキット（和光純薬製）を使用しヨ比色法で測定した。

4）ウルソデオキシコール酸は600㎎／dayを分3で食後に服用させた。平均投与期問は、2．4±O．7年

　であつた。

5）体外衝撃波破砕装置はラMPL－9000（西独うDomier社製）を便用した。衝撃波砕はヲ破砕片の

　直径が4㎜以下になるまで照射した。照射後1か月毎に超音波検査を施行しラ破砕片の状況を観

　察した。

〈結　果＞

　各課題についてヨ以下の結果をえた。

1）胆石の種類は約7割がコレステロール石でありヨ最近の傾向として，ビリルビンカルシウム石

　の減少雪黒色石の増加が認められた。胆石症患者の36％が本院受診時に無症状でありヨその中の

　90．8％が約10年問無症状のまま経過した。

2）胆嚢癌は女性に多くラ年齢別には60歳代に多かった。胆石の合併は47．5％と高かったがヨ胆石

　が胆嚢癌に先行したと思われる症例は僅か6．8％であった。胆石合併胆嚢癌では無症状胆石が

　85．7％と多かった。

3）純コレステロール石ヨ混成石ラ混合石は重判別分析でその80％をヨビリルビンカルシウム石と

　コレステロール石はその100％を判別できた。胆石と肝胆汁ヨ胆嚢胆汁とを比較すると，胆石に選

　択的にCaとPが増加しておりラコレステロール石の成長段階におけるCaとPの関与が示唆された。

4）ウルソデオキシコール酸による胆石完全溶解率は18．O％ヨ有効率24．7％でありヨ完全溶解例の

　年再発率は12．5％であった。

5）体外衝撃波破砕療法後ウルソデオキシコール酸併用療法9か月後の成績は，消失8％冒有効率

　7雀％であった。治療効果を上げるためには雪胆石をより小さく粉砕する必要性が示唆された。

＜まとめ〉

　以上の結果と文献的考察を踏まえてヨ次のような胆石症治療のアルゴリズムを作成した。

①まずう超音波検査や胆道造影で胆石の存在を確認する。②胆石が胆管に存在する場合は、経皮的

乳頭切開術蓼経皮経肝内視鏡的胆石除去術または手術を行う。③胆石が胆嚢に存在し，症状のない
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場合は、経過を定期的に観察する。とくに事50歳以上の胆石保有者では，胆嚢癌の早期発見のため

に、1年毎に超音波による精密検査を行う。症状のある場合は冒腹部単純エックス線検査菅CTスキャ

ン等で石灰化の有無を調べる。④石灰化のない場合は雪コレステロール胆石を対象にヨ経口的胆石

溶解療法雪体外衝撃波胆石破砕療法または経皮経肝直接胆石溶解療法を行う。石灰化のある場合は、

経皮経肝内視鏡的胆石除去術争腹腔鏡下胆嚢摘出術または手術の適応である。⑤胆石症が再発した

場合は，石灰化の有無を調べ里上記④に戻る。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は蓼筑波大学附属病院で開院以来10年問に経験した987例の胆石症を対象として事その臨床

像の推移里予後ヨ胆嚢癌との関係を丹念に調べ菅ウルソデオキシコール酸による経口的胆石溶解療

法及び体外衝撃波胆石破砕療法の成績を検討しヨこれらの豊富なデータと充分な文献的考察に基づ

いて胆石症治療のアルゴリズムを作成したものでありヨ臨床医学的に高く評価できる。また雪胆石害

胆汁申の微量元素の分析では曹CaとPが胆石の成長に関与していることを示唆する新知見をえてお

りヨ今後の研究の発展が期待される。

　よってラ著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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